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第１回 府中市総合計画審議会会議録（要旨） 
 
■開催日時 令和２年７月１６日（木） 午後２時～午後２時５５分 
■開催場所 府中市役所西庁舎３階第２～４委員会室 
■出席委員 ２５名（５０音順） 
 赤野秀二委員、伊藤敏春委員、上野和憲委員、榎本久美子委員、 

奥村さち子委員、落合法子委員、金子 憲委員、小山有彦委員、 
佐藤新悟委員、志水清隆委員、中島正裕委員、中村洋子委員、 
奈良崎久和委員、にしみや幸一委員、濱中重美委員、平田嘉史委員、 
藤江昌嗣会長、前川浩子委員、増山あすか委員、峯 佳毅委員、 
森田直行委員、森本 憲委員､吉田征予委員、吉野 誠委員、和田光一副会長、 

■欠席委員 ５名（５０音順） 
 石阪 脩委員、小島壽一郎委員、長崎益治委員、新島 香委員、 
 吉田ゆり子委員 
■出席説明員等 
 高野市長、石橋政策総務部長、大井政策課長、吉本政策課長補佐、 
 岡村政策課副主幹兼行政経営担当副主幹兼総合計画担当副主幹、 
 大木政策課主査、橋本政策課主任、桜田政策課行政経営担当理事兼 

総合計画担当理事、三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング（株）大塚氏 
■傍聴者 ※第１回会議のため、受付なし 
■議事日程 

１ 市長あいさつ 

２ 委員紹介 

３ 正副会長選出 

４ 諮問 

５ 審議事項 

 (1) 府中市総合計画審議会の会議の公開について 

 (2) 次期府中市総合計画の策定に伴う検討体制について 

 (3) 次期府中市総合計画への市民意見の反映について 

 (4) 府中市総合計画審議会等の日程について 

６ その他 
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■会議録（要旨） 

 

○事務局 ただいまから、第１回府中市総合計画審議会を開催します。会長選任

までの間、私が議事の進行役を務めますので、よろしくお願いします。まず、配

布資料の確認を行います。 

 

（配布資料の確認・資料 1-1 から 1-3 の簡単な説明・会議有効成立の報告） 

 

○事務局 次第に沿って順次進めます。次第１の「市長あいさつ」となりますの

で、高野市長、よろしくお願いします。 

 

○高野市長 皆様、こんにちは。府中市長の高野律雄でございます。このたびは、

府中市総合計画審議会の委員をお願いしましたところ、快くお引き受けいただ

き、誠にありがとうございます。 

 さて、ご案内のとおり、総合計画とは、市の将来の長期的な展望のもとに、市

政のあらゆる分野を対象としたまちづくりの指針であります。 

 現在の第６次府中市総合計画では、「みんなで創る 笑顔あふれる 住みよい

まち ～みどり・文化・にぎわいのある洗練された都市を目指して～ 」を 

市の目指す都市像として掲げており、私はその実現に向け、市民の皆様との協働

によるまちづくりに全力を尽くしておりまして、皆様方のご協力と温かいご指

導により、着実に歩みを進めることができているものと捉えております。 

 これから委員の皆様にご審議いただきますのは、令和４年度を初年度とする

次期総合計画であります。今、日本だけでなく、世界の各国において新型コロナ

ウイルス感染症が猛威を振るい、この「見えない敵」との闘いを続けております

が、このような状況下においても、社会経済情勢等の動向を注視しつつ、市民の

皆様の声を丁寧に集めてニーズを見極めながら、誰もが安全・安心に暮らすこと

ができ、このまちに住むことを誇りに思えるような光り輝く未来を描く、本市ら

しい計画を作っていきたいと考えております。 

 このため、委員の皆様におかれましては、大変お忙しいところと存じますが、

この新しい総合計画の策定に当たり、お力添えを賜りますよう、心からお願いを

申しあげまして、私からのご挨拶とさせていただきます。 

 

○事務局 続いて、次第２の「委員紹介」として、私から委員名簿の順に役職名

等と名前をご紹介します。 

 

（役職名等と名前の紹介） 
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○事務局 ここで、事務局職員も紹介します。 

 

（名前の紹介、コンサル事業者の同席と会議中の録音の報告） 

 

○事務局 続いて、次第３の「正副会長選出」となります。当審議会規則第３条

では、委員の互選となっていますが、いかがしましょうか。 

 

○伊藤委員 それぞれの委員において、顔見知りの人もいるかもしれませんが、

初めて会う人も多くいるような状況だと思いますので、ここは事務局に一任し、

会長と副会長を推薦してもらいたいと思いますが、どうでしょうか。 

 

（「異議なし」との声あり） 

 

○事務局 ただいま、伊藤委員より会長及び副会長について事務局からの推薦

という発言があり、委員の方々から「異議なし」との声がありましたので、事務

局から推薦します。 

 第６次府中市総合計画の基本構想及び前期基本計画の策定に係る審議会では

委員として、さらには現行の後期基本計画の策定に係る審議会では副会長とし

てご尽力いただいた明治大学教授の藤江委員を会長に、そして、後期基本計画の

策定に係る総合計画審議会に委員としてご尽力いただいた創価大学名誉教授の

和田委員を副会長にそれぞれ推薦したいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

（「異議なし」との声あり） 

 

○事務局 それでは、藤江委員が会長、和田委員が副会長として選出されました

ので、恐れ入りますが両委員は正副会長席への移動をお願いします。 

 

（席を移動した上で、会長及び副会長から挨拶） 

 

○事務局 それでは、会長及び副会長が決定しましたので、次第４の「諮問」と

して、高野市長から藤江会長に諮問書を伝達します。 

 

（市長が朗読の上、諮問書を会長へ伝達） 

 

○事務局 なお、市長は他の公務があるため、ここで退席します。 

 それでは、以後の進行は藤江会長にお願いします。 
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○藤江会長 それでは、ここからは私が議事の進行を行います。まず、高野市長

から受け取った諮問書の内容を委員の皆さんと一緒に確認したいと思いますの

で、事務局は諮問書の写しを各委員に配布してください。 

 

（事務局が諮問書の写しを各委員に配布） 

 

○藤江会長 諮問事項の詳細について、事務局から説明してください。 

 

○事務局 諮問書に記載されている諮問事項の詳細を説明します。 

 

（諮問事項の詳細説明） 

 

○藤江会長 事務局から説明がありましたが、諮問事項の内容について気にな

る点などはありますか。 

 特に質問はないようなので、次に進むこととし、次第５の「審議事項」に入り

ます。本日、「審議事項」として４つの案件が挙げられていますが、その内容に

鑑み、（１）の会議の公開は単独で審議し、その他の（２）から（４）までは一

括して審議したいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

（「異議なし」との声あり） 

 

○藤江会長 では、まず審議事項（１）の「府中市総合計画審議会の会議の公開

について」、事務局から説明してください。 

 

○事務局 配布資料１－４に基づき説明します。 

 

（資料の詳細説明） 

 

○藤江会長 説明がありましたが、意見や質問はありますか。 

 特にないようなので、審議事項（１）は原案のとおり決定とします。事務局は、

公開の取扱いについて、遺漏のないようにしてください。 

 次に、審議事項（２）の「次期府中市総合計画の策定に伴う検討体制について」

から（４）の「府中市総合計画審議会等の日程について」まで、一括して事務局

から説明してください。 
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○事務局 配布資料１－５、１－６及び１－７に基づき説明します。 

 

（資料の詳細説明） 

 

○藤江会長 説明がありましたが、意見や質問はありますか。 

 

○中島委員 市民検討会議について、「現在の総合計画の進捗状況を分析し、こ

れを基に新しい総合計画の策定に向けた論点整理に関する意見交換を行う」こ

ととなっているが、そこで整理された論点が当審議会での総合計画の策定に向

けた調査や審議に活用されると捉えればいいのか。 

 

○事務局 市民検討会議で公募市民と市職員が意見交換を行った結果が市長に

報告された後、内容を取りまとめた報告書を当審議会に参考資料として提出し

ますので、内容を確認の上で審議・検討してもらう流れを想定しています。 

 

○にしみや委員 もともと本年３月に当審議会の会議が始まる予定であったと

ころ、新型コロナウイルス感染症の関係で本日までスケジュールが遅れること

となった。このため、審議・検討の時間が当初の想定よりも短くなっていると思

うので、その中で効果的な議論をするために、これまでに事務局が行ってきた総

合計画に係る現状調査等があれば教えてほしい。 

 また、無作為ワークショップは初めての試みだと思うが、人数の規模や内容の

大枠が決まっていれば教えてほしい。 

 

○事務局 まず、新型コロナウイルス感染症の影響から当審議会の会議が３月

から７月（本日）の開始になったことに伴い、それ以降のスケジュールも後ろに

ずらしていますので、答申を出してもらうまでの１年３か月という審議期間は

当初の予定と変わっていないことをご承知おきください。なお、事務局では、人

口推計作業を現在行っているほか、これまでに他自治体における総合計画の構

成や計画期間といった策定状況等の調査を行っています。 

 また、ワークショップについて、１８歳以上の市民３０００名を無作為に抽出

して案内を送付したところ、想定では５０名程度でありましたが、実際には３８

名の方々から参加の希望がありました。１回目は８月、２回目は９月、合計２回

のワークショップを市民活動センタープラッツで開催する予定です。 

 

○にしみや委員 新しい試みではありますが、参加者の意見をしっかりと集め、

計画に取り入れられることを期待します。 
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○藤江会長 私事ですが、現在、大学の授業は全てオンラインで行っています。

このような状況下ですので、市が実施するワークショップなどの意見収集の場

も「三密」になることのないように注意してください。 

 また、先ほど事務局より、新型コロナウイルス感染症の影響から会議の開催を

見合わせてきたが、答申の期限を延ばすことでワークショップ等の意見収集の

場や、当審議会における策定プロセスは当初の予定どおりであることの説明が

あったことは重要なポイントだと思います。 

 他に意見や質問はありますか。 

 特にないようなので、一括審議の３件について原案のとおり決定として問題

ないでしょうか。 

 

（「異議なし」との声あり） 

 

○藤江会長 それでは、審議事項（２）、（３）及び（４）は原案のとおり決定と

します。 

 次第６の「その他」として、委員の皆さんから何かありますか。 

 特にないようですが、事務局からは何かありますか。 

 

○事務局 事務局から５点連絡します。 

 ①委員報酬について（開催後２～３週間後に振り込み） 

 ②会議録作成について（本日の会議録は委員の確認を経て次回会議で決定する） 

 ③広報への掲載について（7/21 号広報ふちゅうに委員委嘱の記事を掲載する） 

 ④次回開催日について（8/20（木）午後３時から、北庁舎３階第１・２会議室） 

 ⑤今後の開催通知等について（市長ではなく藤江会長が通知者となる） 

 

○藤江会長 それでは、次回は８月２０日（木）午後３時から開催することとし、

本日はこれで散会とします。 

 

 

以上 


